
かわいらしい魔女やジャックランタンを先頭に、仮装した日米
の人々が道路を埋め尽くすパレード。

ハロウィンフェスタ 10 月 20 日／アーケード商店街

定住自立圏構想
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課
題
を
抱
え
る
地
方
圏

　

あ
な
た
は
、
自
分
が
住
む
ま
ち

に
「
暮
ら
し
や
す
さ
」
を
感
じ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。

　

昨
年
度
に
実
施
さ
れ
た
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
回
答
者
の
約
８

割
が
「
三
沢
市
は
住
み
や
す
い
」

「
こ
れ
か
ら
も
三
沢
市
に
住
み
続

け
た
い
」
と
答
え
た
。
し
か
し
、

三
沢
市
の
人
口
は
年
々
減
少
を
続

け
、
現
在
は
、
最
も
人
口
が
多

か
っ
た
２
０
０
２
年
の
４
・
７
％

に
あ
た
る
約
2
千
人
も
減
少
し
て

い
る
。

夕暮れの小川原湖畔にたたずむ親子。空と湖面を輝かせる夕日を見つめて「また明日」。

これからも暮らしたいと思えるまちであるように。

新たに作る市町村連携のカタチ。

　

働
け
る
場
所
や
医
療
・
福
祉
の

充
実
、
買
い
物
の
利
便
性
、
子
育

て
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
よ

り
安
心
・
安
全
な
生
活
が
で
き
る

「
ま
ち
」
を
人
々
は
求
め
る
。
こ

れ
は
、
三
沢
市
に
住
む
人
々
だ
け

で
は
な
い
。
特
に
地
方
圏
で
は
、

過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

交
通
手
段
や
情
報
伝
達
手
段
の
発

定住自立圏構想特  集

1. 働ける場所があること 47.6％
2. 医療の安全さ 46.4％
3. 買い物の便利さ 39.3％
4. 交通の便利さ 36.3％
5. 高齢者、障害者へのサービス 27.5％
6. 子育てや教育の環境 23.7％
7. 災害に対する強さ 17.7％

三沢市が住みやすいまち
だと思いますか？

Ｑ．

住みやすい
77.0％

21.7％
住みにくい

これからも三沢市に住み
続けたいと思いますか？

Ｑ．

住みたい
79.9％

17.9％
移りたい

暮らす場所を選ぶ際に、どのような
項目が重要だと感じますか

[H23 市民アンケート結果 ] 調査対象 /18 歳以上の市内居住者　有効回答数 /1,609

Ｑ．

（複数回答）

展
に
よ
っ
て
人
々
の
生
活
が
広
域

化
。
大
き
く
変
化
し
た
人
々
の

ニ
ー
ズ
に
、
市
町
村
単
独
で
十
分

に
応
え
る
こ
と
は
、
も
は
や
難
し

く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

暮
ら
し
や
す
さ
を
求
め
た
都
市

圏
へ
の
移
住
は
、
人
口
減
少
の
大

き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

定
住
自
立
圏

　

２
０
０
８
年
、
地
方
圏
か
ら
都

市
圏
へ
の
止
ま
ら
な
い
人
口
流
出

に
、
国
は
「
定て

い
じ
ゅ
う
じ
り
つ
け
ん

住
自
立
圏
構
想
」

の
推
進
を
始
め
た
。

　

こ
れ
は
、
人
口
約
５
万
人
以
上

の
中
心
市
と
、
経
済
・
社
会
・
文

化
や
生
活
と
い
っ
た
面
で
密
接
に

関
わ
る
周
辺
町
村
が
一
つ
の
圏
域

を
形
成
。
定
住
す
る
暮
ら
し
に
必

要
な
生
活
機
能
を
確
保
、
自
立
の

た
め
の
経
済
基
盤
や
地
域
の
誇
り

を
培
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
方
圏

を
作
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

　

既
に
全
国
で
は
67
の
定
住
自
立

圏
が
形
成
さ
れ
、青
森
県
内
で
も
、

八
戸
市
と
弘
前
市
の
そ
れ
ぞ
れ
を

中
心
市
と
し
た
圏
域
が
作
ら
れ
て

い
る
。

上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域
圏

　

三
沢
市
を
含
む
上
十
三
地
域

は
、
古
く
か
ら
広
域
的
な
つ
な
が

り
を
持
つ
。
通
勤
や
通
学
、
通
院

や
買
い
物
な
ど
、
三
沢
市
か
ら
近

隣
市
町
村
へ
往
来
す
る
機
会
も
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
上
十
三
地
域
に
、
十
和
田

湖
に
面
す
る
秋
田
県
小
坂
町
を
加

え
た
「
上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域

定
住
自
立
圏
」
を
形
成
す
る
協
定

が
、
10
月
４
日
に
結
ば
れ
た
。

　
「
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」
を
め

ざ
し
、
市
町
村
の
枠
を
超
え
た
新

た
な
地
域
が
カ
タ
チ
作
ら
れ
る
。

2009 上十三地域広域市町村圏協議会（以下「協議会」）を発足
08.26 協議会にて定住自立圏構想にかかる勉強会を開催

2010 07 ～ 12 定住自立圏構想担当者会議を開催
2011 02.07 協議会市町村長会議で定住自立圏構想推進を決定。関係

市町村の提案を受け、具体的な連携事項の検討を開始
2012 03.29 三沢市と十和田市による共同中心市宣言

06 秋田県小坂町が県境を越え圏域に参加
07 おいらせ町（八戸圏域にも属する）が圏域に参加
07.27 第１回定住自立圏構想関係市町村長会議

協定内容について市町村長間で合意
09 各圏域市町村で協定の締結に関し議決
10.04 上十三・十和田湖広域定住自立圏形成協定に合同で調印

共生ビジョン懇談会を開催
2013 01 ～ 03 定住自立圏共生ビジョンを策定

上十三・十和田湖広域定住自立圏形成の歩みと予定の概略

44,000 人

43,000 人

2012 年2005 年2000 年

※各年 3 月末時点

三沢市の総人口の推移

42,000 人

41,892

43,968
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産業振興

地域公共交通

集約とネットワーク

集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

中
心
市
に
は
、
産
業
や
商
業
・

娯
楽
施
設
、
中
核
的
な
医
療
機

能
、
各
種
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
、
都
市
機
能
に
一
定
の
集
積

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
充
実
や
集
中

的
な
整
備
は
、
周
辺
地
域
を
含
め

た
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
を
支
え
、

魅
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
。ま
た
、

周
辺
地
域
は
、
中
心
市
の
都
市
機

能
を
活
用
し
な
が
ら
、
生
活
機
能

や
農
林
水
産
業
、
自
然
環
境
な
ど

を
確
保
。
中
心
市
と
の
連
携
・
協

力
に
よ
っ
て
、
圏
域
の
機
能
は
さ

ら
に
高
ま
る
。
こ
の
た
め
、
中
心

市
が
、
圏
域
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
し
な
が
ら
周
辺
地
域
と
連
携
・

交
流
す
る
、「
集
約
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
考
え
方
が
重
要
と
な
る
。

　

中
心
市
と
周
辺
町
村
が
１
対
１

で
結
ぶ
協
定
を
積
み
重
ね
て
作
る

定
住
自
立
圏
は
、
こ
れ
ま
で
の
市

町
村
連
携
や
一
部
事
務
組
合
と
異

な
る
新
し
い
連
携
方
法
。
協
定
に

は
、
連
携
の
方
向
性
や
各
取
り
組

み
に
お
け
る
構
成
市
町
村
の
役
割

を
明
確
化
す
る
効
果
が
あ
り
、
今

後
、
作
り
上
げ
る
「
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
土
台
と
な
る
。

　

ま
た
、
定
住
自
立
圏
を
形
成
す

る
市
町
村
を
、
国
の
関
係
各
省
が

支
援
。
自
主
的
な
取
り
組
み
に
役

立
て
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
提
供
や

地
方
交
付
税
な
ど
の
財
政
措
置
、

事
業
の
優
先
採
択
な
ど
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。

　明治 11 年、藩政時代の北郡が南北に分かれて出来た上北郡。昭和 30 年代

に十和田と三沢が市となってからは、両市を中心に、上十三地域として人々

の生活に密接に関わってきた。今回、さらに、十和田湖に接する秋田県小坂

町を加えることで、小川原湖と十和田湖を内包。八戸圏域定住自立圏と重複

する形でおいらせ町が加わり、「上十三・十和田湖広域定住自立圏」が形成

された。

　２市７町１村で形成するこの圏域は、面積約 2,328㎢、人口約 21 万７千人。

これは、青森県の面積の約 24％、人口の約 16％に相当する。三沢空港や新

幹線七戸十和田駅などの高速交通拠点、共通する特産品、豊かな自然や特色

ある観光資源もあふれている。十和田市と三沢市の２市を中心市とし、県境

を越え、他圏域と一部重複するこの圏域の形 [ 複眼・県境・圏域重複型 ] は、

全国でも初めての事例となる。

▲調印した協定書を掲げる、上十三・十和田湖広域定住自立圏の市町村長
　左から、おいらせ町、東北町、六戸町、野辺地町、十和田市、三沢市、七戸町、横浜町、六ヶ所村、小坂町

上十三・十和田湖広域定住自立圏

六ヶ所村　Rokkasho Village

① 11,167 人② 253.01㎢
③ 363,509 百万円
④ 13,758 ／ 13,469  百万円
⑤本格長芋焼酎「六趣」、長芋、　
　ごま六、うば玉、いか沖漬 など

三沢市　Misawa City

① 42,180 人② 120.09㎢
③ 158,979 百万円
④ 20,201 ／ 19,612  百万円
⑤ほっき貝、いか、さけ、ひらめ、
　ごぼう、長芋、にんにくなど

横浜町　Yokohama Town

① 5,070 人② 126.55㎢
③ 18,268 百万円
④ 3,903 ／ 3,820  百万円
⑤なたね、長芋、馬鈴薯、毛まめ、
　ホタテ貝、横浜なまこ など

野辺地町　Noheji Town

① 14,706 人② 81.61㎢
③ 35,573 百万円
④ 5,900 ／ 5,719  百万円
⑤葉付きこかぶ、長芋、けつめい
　茶、ホタテ、とげくりがに など

東北町　Tohoku Town

① 19,451 人② 326.71㎢
③ 47,048 百万円
④ 12,719 ／ 12,434  百万円
⑤長芋、しじみ、シラウオ、ワカ
　サギの佃煮、はちみつ など

市町村名
①人口（H24.10.1）②面積
③市町村総生産（H21 年度）
④普通会計決算額
　歳入／歳出（H22 年度）
⑤特産物など

市町村章

七戸町　Shichinohe Town

① 17,442 人② 337.23㎢
③ 46,351 百万円
④ 10,630 ／ 10,347  百万円
⑤マイルド 2

ニンニク

29、熟成にんにく、
　長芋、カシス、地酒「駒泉」 など

秋田県  小坂町　Kosaka Town

① 5,942 人② 201.95㎢
③ 27,990 百万円
④ 4,554 ／ 4,479  百万円
⑤ヒメマス、小坂ワイン「樹海」、
　アカシアクラフト、竹の子 など

十和田市　Towada City

① 65,326 人② 725.67㎢
③ 194,254 百万円
④ 30,528 ／ 29,408  百万円
⑤にんにく、長芋、ごぼう、長ネ
　ギ、しいたけ、馬肉料理 など

おいらせ町　Oirase Town

① 25,089 人② 71.88㎢
③ 60,388 百万円
④ 10,767 ／ 10,357  百万円
⑤清酒桃川、長芋、ほっき貝、銀
　の鴨、エゴマ油、アピオス など

六戸町　Rokunohe Town

① 10,735 人② 84.06㎢
③ 28,257 百万円
④ 5,783 ／ 5,602  百万円
⑤大玉にんにく、にんじん、長芋、
　シャモロック、野菜焼酎 など

市町村総生産

市町村内で１年間に生み出さ
れた付加価値の総額。市町村
の経済規模を表す指標の一つ。

定
住
自
立
圏
形
成
協
定

　

10
月
４
日
、
十
和
田
市
役
所
で

「
上
十
三
・
十
和
田
湖
広
域
定
住
自

立
圏
形
成
協
定　

合
同
調
印
式
」

が
行
わ
れ
、
中
心
市
で
あ
る
三
沢

市
と
十
和
田
市
を
は
じ
め
、
圏
域

に
加
わ
る
計
10
市
町
村
の
首
長
が

出
席
し
た
。

　

定
住
自
立
圏
は
、
中
心
市
と
周

辺
町
村
が
互
い
に
役
割
を
分
担

し
、
都
市
お
よ
び
生
活
機
能
を
確

保
・
充
実
。
地
域
を
活
性
化
さ
せ

る
こ
と
で
、
人
々
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
魅
力
的
な
圏
域
を
作
る
こ

と
が
目
的
だ
。
こ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
、
中
心
市
と
周
辺
町
村

は
連
携
す
る
政
策
分
野
（
６
・
７

頁
参
照
）
と
取
り
組
み
内
容
、
相

互
の
役
割
分
担
な
ど
を
定
め
た
協

定
書
を
作
成
。
こ
の
日
、
そ
れ
ぞ

れ
の
協
定
内
容
を
確
認
・
合
意
の

上
、
調
印
を
交
わ
し
た
。

新しい連携のカタチ

周辺町村

周辺町村

十和田市 三沢市

周辺町村

周辺町村

中心市

協定

協定

協定

協定

周辺町村

協定

周辺町村

協定

圏域の結び付きのイメージ
中心市と周辺町村が１対１で結ぶ協定

を重ねて作る圏域。中心市と、同じ政

策分野に取り組む周辺町村が連携して

事業を行う。
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共に生きる未
ビ ジ ョ ン

来像＝ “ 共生ビジョン ” 策定へ

[H23 市民アンケート結果 ]

三沢市における
まちの現状満足度評価

観光の振興

満足
22.3％

不満
69.8％

満足
43.9％

不満
49.4％

他市町村への
幹線道路の整備

多様な生涯学習環境の
提供

満足
56.2％

不満
34.5％

防災体制の推進

満足
53.8％

不満
38.6％

満足
53.6％不満

38.1％

芸術・歴史・文化に
親しむ機会の提供

消防・救急体制の推進

満足
69.9％

不満
23.7％

政策分野・連携施策 取組内容

医　療 地域医療
ネットワークの充実

救急医療や高度医療を担う中核病院と圏域内の各病院や診療
所の役割分担と機能連携の強化、ネットワーク化を促進し、
地域医療ネットワークの充実を図ります。

福　祉 子育て支援の充実 圏域に住む人々が利用できる子育て支援関連事業の広域化を
推進し、圏域全体の子育て支援サービスの充実を図ります。

認定審査会業務の連携 介護保険法に規定する介護認定審査と、障害者自立支援法に
規定する障害程度区分認定審査の公平性・効率性を確保する
ため、認定審査業務を共同で実施します。

教　育 図書館の
　　相互利用の促進

圏域内の図書館の相互利用に取り組み、圏域に住む人々の文
化・教養の向上を図ります。また、図書館資料の情報などの
共有化を図り、利用しやすい図書館サービスを推進します。

生涯学習情報の提供 圏域内の各市町村が実施する各種講座などの開催情報を相互
に提供し合う体制を構築し、圏域内の教育、学術、文化、ス
ポーツ、福祉などの多様な生涯学習の機会の充実を図ります。

英語教育の充実 国際性に立った広い視野とともに、豊かな人間性とコミュニ
ケーション能力に富んだ人材育成を図るため、より質の高い
英語教育を推進するための調査・研究に取り組みます。

産業振興 広域観光の推進 圏域内に存在する観光資源の魅力を生かした広域的な観光
ルートを設定するとともに、情報発信などを行います。

特産品の販路拡大 圏域内の特産品に関する情報を相互に提供し合い、関係団体
などと連携し、圏域の特産品の販売戦略を展開するとともに、
これらを活用した地域ブランド化の推進を図ります。

防災・消防 防　　災 大規模災害時における相互応援体制を含め、圏域内の防災体
制の整備、充実を図るため、防災計画・防火訓練等の情報を
共有し、職員を対象とする合同研修や訓練などを実施します。

消　　防 消防施設などの効率的な整備・運用を図るため、消防指令業
務共同化事業と消防救急無線デジタル化事業に関する調査研
究を行います。

生活機能の強化

政策分野・連携施策 取組内容

地域公共交通 圏域に住む人々が移動手段に困らず、また便利に使えるよう、
バスや電車など地域公共交通の維持・確保、交通施設の整備、
その他さまざまな交通手段の検討・実証・導入などを行います。

インフラ整備に関する要望活動など 市町村をつなぐ幹線道路の整備促進や、三沢空港の発着路線
の拡充について要望活動を行います。

公共施設の相互利用 圏域に住む人々の学習活動、文化活動、スポーツ活動の拡充
を図るため、圏域市町村が設置する運動施設や文化・社会教
育施設などの相互利用を促進します。

文化・芸術 美術館や記念館の
　企画展などの充実

美術館や記念館の企画展などを充実させ、情報発信や集客事
業を効果的に実施。地域文化の発展や地域経済の振興を図り
ます。

圏域内の交流促進 各種イベント情報等
　　　の共有・活用

各種イベント情報などを相互に共有・活用することによって
圏域に住む人々の交流促進、圏域の活性化を図ります。

結びつきやネットワークの強化

政策分野・連携施策 取組内容

人材育成 圏域市町村職員の育成 職員の資質向上と職員間のネットワークを強化するため、
合同研修や人事交流を行います。

圏域マネジメント能力の強化はい
44.7％いいえ

51.9％

市職員の対応に
満足している

満足
36.0％

不満
58.6％

バスの利用促進・
運行への支援

三沢市における
まちの現状満足度評価

[H23 市民アンケート結果 ]

　広大な圏域である上十三・十和田湖広域定住自立圏。協定では、以下の政策分野で連携し、

取り組むことを定めた。三沢市に住む人々からも、さらなる充実・発展が望まれているこれ

らの取り組みは、連携・協力することで、より暮らしやすい地域になる可能性を秘めている。

　定住自立圏は、５年先、10 年先を見据えた中長期の取り組みであり、10 月４日の協定締

結は、スタートラインである。今後、中心市と関係町村は有識者からの意見を取り入れなが

ら連携・協力して、来年３月末までに、これらの政策分野に沿って生活に深くかかわる事業

計画となる「共生ビジョン」を探っていく。

　この圏域の合言葉は『できることから着実に』。三沢市と十和田市を中心に、既に行われ

ている事業や実施可能な取り組みから、一歩ずつ連携・協力を進めることとしている。
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小
お や ま だ

山田  久
ひさし

 　十和田市長

　関係市町村の皆さまと力を合わせ、「できることから着

実に」をモットーに、これからの取り組みを深化させてい

きたいと思います。市町村それぞれで事情は異なりますが、

この特殊性や多様性は、圏域を構成する上で大きな強みに

つながるものと期待しているところです。

　この地域には、古くからの伝統工芸である「南部裂織」

というものがあります。細く切った古布を用いて新しい布

を作る南部裂織は、非常に味のある強い丈夫な布になりま

す。それぞれの布の色や模様といった多種多様性を組み合

わせ、新たな布を生み出す――。この南部裂織のように、

圏域市町村が互いの多様な特色を認め合い、尊重し合いな

がら一つの形に紡いでいく。そのような圏域に向けて、こ

れから一つずつ広域定住自立圏を進めていきたいと考えて

います。

種
た ね い ち

市  一
か ず ま さ

正 　三沢市長

　わが国では、少子高齢化や人口減少が確実に進んでいま

す。このような中で、私たちの圏域は非常に広大でかつ豊

か。しかも、多様な文化、自然、風土、あるいは歴史など

の地域性に恵まれています。

　美しい郷土に生まれ生きる人々の生活の営みを守ってい

くことこそが、この定住自立圏を進める私たちの最大の使

命であると思っています。そのためには、今まさに、地域

力の結集が何よりも必要と考えているところです。

　今後は、具体的な取り組みとなる共生ビジョンを年度内

に策定することとなりますが、関係市町村の皆さま方と共

に、持続可能な地域の未来像を描きながら、一歩一歩、こ

の定住自立圏を進めていきたいと考えています。

多様な特色を認め合い、尊重しながら紡ぐ、

南
な ん ぶ

部裂
さ き お り

織のような圏域へ
美しい郷土に生まれ生きる人々の

生活を守ることが最大の使命

定住自立圏の中心市・２市長の想い

SPEECH SPEECH
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市立三沢病院北側の公園

入札参加申込書などの書類の提出
　受付期間　11 月１日（木）～ 21 日（水）
　　　　　　　9:00 ～ 17:00（土・日・祝日を除く）
　受付場所　管財課（市役所本館２階）
　提出書類　▶住民票
　　　　　　▶身分証明書（法人の場合は登記簿謄本）
　　　　　　▶一般競争入札参加申込書
　　　　　　▶誓約書
　※様式は管財課で配布します
入札保証金の納付
　入札書を提出する前に、市が発行する納入通知書で入
　札金額の 100 分の５以上の額の現金を三沢市内の金
　融機関等の窓口で納付していただきます。
入札・開札・落札者の決定
　日　時　12 月 13 日（木）10:00 ～
　場　所　入札室（市役所別館４階）
契約の締結と契約保証金の納付
　落札された場合、落札決定の日から 10 日以内に契約
　を締結していただきます。
　また、契約を締結するときまでに、契約金額の 100
　分の 10 以上の額から契約保証金の一部に充当する入
　札保証金を控除した額を、市が発行する納入通知書で
　納付していただきます。
売買代金のお支払い
　市が発行する納入通知書で、売買価格からその一部を
　充当する契約保証金を控除した額を一括して市に納
　付していただきます。
　支払期限　平成 25 年１月 15 日（火）
※詳細については、お問い合わせください。
問い合わせ先　
　管財課　財産用地係（内線 350・351）

市有地を一般競争入札にて公売します

※用 途 区 域：①②④～⑨無指定、③第二種中高層住宅専用地域
　建 ぺ い 率：①②④～⑨ 70％、③ 60％
　指定容積率：200％
※②⑤⑦⑧は、購入者負担による上下水道本管への引き込みが可能。
　住宅以外の用途で下水道を利用する場合は、下水道課（内線 335）
　にご確認ください。

⑨塩釜４丁目 3643 番３
　山林 567㎡（171.51 坪）
　最低売却価格　26 万 6 千円

塩釜地区農民
研修センター

稲荷神社

塩釜農村公園

⑨
国道 338 号線

⑤淋代５丁目 687 番 73
　宅地 575㎡（173.93 坪）
　最低売却価格　270 万円
⑥淋代５丁目 687 番 75
　宅地 578㎡（174.84 坪）
　最低売却価格　360 万円
※建物（木造平屋建 25 坪）付
⑦淋代５丁目 687 番 77
　宅地 576㎡（174.24 坪）
　最低売却価格　236 万円
⑧淋代５丁目 431 番１
　雑種地 2,281㎡（690 坪）
　最低売却価格　570 万円

⑤⑥⑦水道本管までの距離

　　　　　　　   南側市道からおよそ 4.5m

淋代海岸

市民の森へ

⑤ ⑥ ⑦
⑧

国道 338 号線

①淋代平 116 番 2856
　雑種地 3,083㎡（932.61 坪）
　最低売却価格　173 万円

現地の自動販売機は売却対象外

字淋代平

①

住友化学↓

細谷
農村公園

②細谷２丁目 101 番 1418
　雑種地 963㎡（291.30 坪）
　最低売却価格　279 万円

②

上下水道引込可国道
338 号線

③松園町２丁目４番３
　宅地 234.38㎡（70.80 坪）
　最低売却価格　577 万円
※建物（木造平屋建 25 坪）付

上下水道完備、受益者負担金精算済

第一中学校

③

上下水道
庁舎

④大字三沢字堀口 27 番７
　宅地
　377㎡（114.04 坪）
　最低売却価格　814 万円

水道本管までの距離およそ３ｍ

アイスアリーナ→

④
堀口中学校

市立三沢病院↓

⑧給水管あり

水道本管までの距離およそ 25 ｍ

新しい公園、道路橋、トンネルの
名称を募集します

　現在、市立三沢病院の北側に整備中の公園と、都市計画道路
中央町金矢線の青い森鉄道を東西にまたぐ道路橋、そして同線
上の千代田地区と春日台地区に整備する２カ所のトンネルの名
称を募集します。

名称を募集する施設
　Ａ．市立三沢病院北側の公園
　Ｂ．中央町金矢線の道路橋（５文字以内）
　Ｃ．千代田町地区トンネル
　Ｄ．春日台地区トンネル
応募方法
　①Ａ～Ｄの名称②考えた理由③氏名④住所⑤電話番号を記入
　の上、Ｅメール、ＦＡＸまたは郵送でご応募ください。
　※名称はいずれか１つでも応募可能です。
応募締切　12 月 21 日（金）必着
応募・問い合わせ先
　都市整備課（内線 271）　〒 033-8666 三沢市桜町 1-1-38
　FAX  53-9900　Ｅメール toshi@city.misawa.lg.jp

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
　　　　　　試験放送を行います

総務課　防災管理室（内線 252）

　Ｊアラートは、内閣官房や気象庁が発表するテロなど
の攻撃や津波警報といった緊急事態の情報を、人工衛星
を経由して瞬時に伝達する警報システムです。三沢市で
は、市内全域に設置した防災行政無線放送機で、受信し
た非常事態の内容と対応を皆さんにお伝えしています。
　これから起こる災害などの緊急事態に備え、Ｊアラー
トが正常に稼働しているか確認するために、試験放送を
行います。
放送日時　12 月３日（月）10:15 頃
放送場所　市内全域
放送内容　緊急地震速報
※実際の緊急放送とお間違えになら
　ないよう、ご注意ください。

「2013 年版  青森県民手帳」を
　　　　　　　　    好評発売中です

行政経営課　調査統計係（内線 222）

　毎年大人気の県民手帳には、県内の便利情報はもちろ
ん、防災情報も掲載された「ふるさと便利帳」が付いて
います。今年は定番の黒・青・赤・緑のほかに、新色の
ベージュが加わりました。
　市役所本館２階の行政
経営課で販売しています
ので、お早目にお買い求
めください。

価　格　１冊 500 円（税込）
問い合わせ先　行政経営課   調査統計係（内線 222）

第五中学校

三沢駅

古間木
小学校

Ｃ . トンネル（210m）
Ｄ . トンネル（142m）

市立三沢病院

Ａ . 公園（20,000㎡）
※ 8,000㎡以上の芝生広場

←松原町

↑三沢空港

三川目→

Ｂ . 道路橋（408m）
イメージ
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障害者虐待防止センターを開設しました
家庭福祉課（☎ 51-8772）

　障害者の世話や金銭管理をする家族や同居人、障害者施設や
サービス事業所で働く職員、障害者を雇っている事業主などか
ら受ける虐待を相談する障害者は、年々増加しており、虐待に
よって障害がある人の権利や尊厳が脅かされることを防ぐ、「障
害者虐待防止法」が 10 月１日に施行されました。
　これに伴い、市では『障害者虐待防止センター』を開設し、
24 時間体制で虐待に関する相談を受け付けています。障害者か
ら虐待のサインを感じたら、ご一報ください。

対象となる障害者
　身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む）のある方
　※障害者手帳を取得していない方も対象となります。
問い合わせ先
　障害者虐待防止センター [ 家庭福祉課内 ]
　平日 8:15 ～ 17:00（☎ 51-8772）
　土・日・祝日・夜間 17:00 ～翌 8:15（☎ 53-5111）

※障害者の虐待に関する相談は、以下の窓口でも専門員が受け
　付けています。
　療養・障害者相談センターボイス（☎ 53-2241）
　地域活動支援センター　アセンドハウス（☎ 21-1173）

障害者虐待の種類

身体的虐待
暴力や体罰によって体に傷やあざ、
痛みを与える行為や、体を縛り付
ける行為など

性 的 虐 待 性的な行為やその強要行為

心理的虐待
脅し、侮辱などの言葉や態度、無視、
嫌がらせなど、精神的に苦痛を与
える行為

放棄・放任
身辺の世話や介助をしない。必要
な福祉サービスや医療、教育を受
けさせないなどの行為

経済的虐待

本人の同意なしに（だますなどし
て）財産や年金、賃金を勝手に使っ
たり運用し、本人が希望する金銭
の使用を理由なく制限したりする
などの行為

「病後児保育事業」を始めました
家庭福祉課（☎ 51-8772）

　仕事を持つ保護者は、お子さんが病気になった時、自
宅での保育が困難な場合があります。そこで、市では、
保護者の子育てと仕事の両立を支援し、子どもの福祉向
上のため、病気のお子さんを一時的に施設で保育する「三
沢市病後児保育事業」を始めました。

利用できる児童
　病気の回復期で、市内に住み、集団保育が困難、かつ
　保護者の勤務等の都合で家庭における保育が困難な、　
　生後６カ月から小学校３年生までのお子さん
実施施設
　ひばり苑こどもセンター　ひばりハウス（☎ 58-7782)
　三沢市大字三沢字堀口 164-291
　　　　　　　　　　　　　（市立三沢病院駐車場向い）
利用期間　１回の利用につき、連続で５日以内
利用時間　8:00 ～ 17:00
　　　　　（土日祝日、12 月 29 日～１月３日を除く）
利用料金　2,000 円（１人１日）

利用方法
　利用するためには「利用登録届出書」と「利用連絡
　票」「利用申請書」が必要です。各様式は市内保育所・
　幼稚園、家庭福祉課、実施施設に備えているほか、
　市ホームページからもダウンロードできます。
利用までの流れ
　①事前に「利用登録届出書」を実施施設に提出して
　　ください。（当日でも可）
　②かかりつけの医療機関で医師の診察や薬の処方等
　　の説明を受け、保護者が「利用連絡票」に記入。
　　さらに医師からも必要事項を記入
　　（料金別途）してもらってください。
　③実施施設に行く前に必ず電話で予約。
　④予約ができたら必要書類と処方され
　　た薬や着替えなどを持参して、
　　お子さんと一緒に実施施設へ
　　お越しください。
※詳しくは、実施施設にお問い合わせください。

小学校新入学児童の健康診断を行います
教育総務課（内線 233）

　平成 25 年４月に小学校に入学するお子さんの健康診断を行います。該当者には 10 月中旬に案内を郵送しています
が、案内が届かない方や案内で指定された日に受診できない方は、事前にご連絡ください。

該当者　平成 18 年４月２日～平成 19 年４月１日にお生まれのお子さん

月　日 学　校 受付時間 健診時間
11 月   8 日（木） 三沢小学校 13:10 ～ 13:30 13:40 ～

11 月   9 日（金）
上久保小学校 13:00 ～ 13:20 13:30 ～
古間木小学校 13:15 ～ 13:30 13:30 ～

11 月 13 日（火）
おおぞら小学校 13:15 ～ 13:30 13:30 ～

木崎野小学校 13:20 ～ 13:40 13:50 ～
11 月 30 日（金） 三川目小学校 13:10 ～ 13:20 13:30 ～
12 月   7 日（金） 岡三沢小学校 13:00 ～ 13:25 13:30 ～

体育功労者  表彰候補者を
　　　　　　　　    ご推薦ください

市民スポーツ課（内線 373）

　教育委員会では、
①スポーツ競技団体の指導・育成に 20 年以上の著しい
　功績がある方
②三沢市体育協会役員として 15 年以上、その運営・発
　展に功労がある方
の中で、特に市のスポーツ振興に功績がある方や名誉と
なる特別な業績を挙げた方などを表彰します。
　該当者のいる体育関係機関や教育機関は、市民スポー
ツ課で配布する「三沢市体育功労者の顕彰に係る推薦書」
に記入の上、提出してください。
推薦締切　11 月９日（金）

　市では、多くの子どもを育てる家庭に地元産米を贈り、
子育てを支援します。子どもたちが地元の農産物をいっ
ぱい食べて、元気に健やかに育ってくれることを願い「わ
んぱく家族米」を支給しますので、申請をお願いします。

対象世帯　10 月１日時点で三沢市に住所があり、平成
　　　　　６年４月２日から平成 24 年 10 月１日まで
　　　　　に生まれた子どもを３人以上育てている世帯
支給する米の量（１世帯につき）
　　　　　子３人の世帯　　　45㎏
　　　　　子４人以上の世帯　60㎏
申請方法　対象世帯に個別郵便でお
　　　　　知らせしますので、同封
　　　　　する申請書を提出してく
　　　　　ださい。
申請期限　平成 25 年１月 31 日（木）
支給期間　11 月５日（月）～平成 25 年２月 28 日（木）

わんぱく家族米を支給します
家庭福祉課（☎ 51-8772）

市政の動き
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　若年性認知症の当事者とその妻である佐野光孝氏・明美氏夫妻を講師に、
突然の告知からの悩み、混乱、そして理解し受け入れていくまでに至る日々
の想いを聴きます。
日　時　11 月 16 日（金）13:30 ～ 15:00（受付 13:00 ～）
場　所　公会堂　小ホール（入場無料）
問い合わせ先　介護福祉課（☎ 51-8773）
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　本人だけでなく、家族や周りの人々にも大きな悲しみをもたらす自殺。
日本の自殺者数は増え続け、平成 10 年以降は年間３万人を超えています。
　このような現状から、思い悩む人たちの心を健康に導くような、自殺
予防につながる標語とイラストを募集します。
募集内容　①自殺予防につながる標語
　　　　　　悩みを自分だけで抱え込まないように、みんなで自殺を防
　　　　　　ぎ命を大切にすることを呼びかけるもの
　　　　　②「心の健康」をイメージさせるイラスト
応募資格　市内に在住していること
応募方法　標語またはイラスト、住所、氏名（ふりがな含む）、電話番号
　　　　　を記載したはがき、あるいは封書で郵送してください。
　　　　　※学生は学校名と学年も明記してください。
応募締切　12 月 10 日（月）
※作品は応募者が創作した未発表のものに限ります。
※作品は返却しません。作品の著作権は三沢市に帰属します。
選考方法・発表
　▶選考会を開催し、最優秀賞各１点、優秀賞各２点を決定します。
　▶入賞作品は広報誌で発表し、市の自殺予防啓発に活用されます。
　▶入賞者には、平成 25 年１月開催予定の自殺予防講演会において表彰状と粗品を進呈します。
応募・問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）〒 033-0001 三沢市中央町 1-3-10

自殺予防につながる
　　　　　  標語・イラストを募集します

家族介護者教室講演会「認知症を受け入れるということ」
～ある日、夫が若年性アルツハイマー型認知症と診断された～

「市民活動ネットワークセンターみさわ」の愛称が

に決まりました！

　市民活動の拠点として今年の３月にオープンしたこの施設を、多くの方に
知ってもらい、親しみを持っていただくために愛称を募集したところ、全国
各地から 34 点の応募がありました。愛称の決定については、施設の立ち上げ
に携わり、地域住民と市職員で構成する「協働のまちづくり推進懇話会」の
選定をもとに決定しました。

問い合わせ先　市民活動ネットワークセンターみさわ（☎ 52-7083）
　　　　　　　広報広聴課　市民協働推進係（内線 215）

『 そだなす館 』
命 名 者　沼田　珠

た ま お

緒さん（市内在住）
命名理由　三沢音頭にもある、地域の方言「そんだなす」には、
　　　　　同意する・共感する・納得するなどの意味があり、話
　　　　　し合いの場所にふさわしく、親しみを感じさせます。

市政の動き
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◀
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地域と共に歩む学校
第二中 60 周年記念もちつき会 10 月 13 日

　本年で創立 60 周年を迎えた第二中学校は、「地域ととも

に歩む学校」をめざして「もちつき会」を企画。文化祭前日

に、全校生徒 261 人と学区内の老人クラブ会員 25 人ほか、

教職員や地域の人々が同校体育館に集まりました。

　司会や進行をしながら一生懸命もちをつく生徒たちの姿や

楽しげな表情を嬉しそうに見守る老人クラブの人々は、この

日も前日も、予定の１～２時間前から学校に集まって準備を

していたそうです。最後に、全校生徒からお礼の言葉と拍手

を受け、「子どもや孫が卒業してから学校にくることも無く

なったからね。いやぁ楽しかった！」と喜びを抑えきれない

様子で会場を後にしました。

◀
地
域
の
憩
い
の
場
で
あ
る
公
園
の
楽
し
み
方

　
を
、
み
な
さ
ん
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

新しい公園の使い方を探る
中央公園まつり ９月 23 日

　市内公園の環境整備をしながら利用促進のために多様な活

動を続ける財団法人三沢市公園緑化公社は、さらにどんな使

い方ができるのか、新たな試みとしてイベントを企画。同公

社の呼びかけに応じる形で県南地区造園組合や上北地域県民

局、三沢市武術太極拳連盟やワークランドつばさ、ぎんなん

寮など多くの団体がボランティアで参加しました。

　バルーンアートやバンド演奏、太極拳演舞に和太鼓演奏と

いったステージイベント、さらには園芸相談や塗装相談、苗

木や木製品、その他食べ物を販売するなど、子どもから大人

まで楽しめるさまざまなブースが中央公園内に出店し、訪れ

た多くの人々でにぎわいました。

地域の誇りとなる舞を目指して
郷土芸能「岡三沢神楽」を知る 10 月３日

　今年で創立 90 周年を迎えた岡三沢小学校の体育館で、同

校全児童 770 人を前に、地域の伝統芸能、岡三沢神楽を披

露しました。

　これは、市教育委員会が伝統文化理解を深めることを目的

に開催する歴史民俗資料館公開講座の一つ。会員のほとんど

が同校卒業生である「岡三沢神楽保存会」には、現在も６年

生の山本健介くんと山本晋平くんが所属しています。若き継

承者たちの舞は、この日、同級生たちの前では初めて披露す

るにもかかわらず、長年の伝承者たちの力を授かったかのよ

うに見事。ほとんどが神楽を観るのは初めての児童たちは、

静と動が同居する伝統の舞に興味深く見入っていました。

◀
「
歴
史
あ
る
岡
三
沢
神
楽
を
こ
れ
か
ら
も
続

　
け
て
い
き
た
い
」
と
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す
若
い
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今
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「母の心」こもる黄色いスカーフ
日米の母親が交通安全ボランティア ９月 20 日

　「三沢市交通安全母の会」は、子どもを交通事故から守る

ため、35 年にわたりボランティアでさまざまな活動を続け

ています。今回、市内学校には米軍三沢基地に関わりのある

児童も多く通学していることから、三沢警察署の安達署長の

提案で基地内に住む母親たちに活動への参加を呼び掛けたと

ころ、ホーリー・ウィリアムス基地司令官夫人はじめ、5 人

の母親が自ら手を挙げ賛同。初めて、日米の母親たちによる

交通安全活動が行われることとなりました。

　この日、米軍三沢基地の母親たちは、母の会から贈呈され

たトレードマークの「黄色いスカーフ」を身に着け、岡三沢

小学校の通学路で一緒に誘導活動を行いました。

◀
「
夢
中
に
…
」
と
話
す
チ
ー
ム
フ
リ
ー
ク
ス

　
の
「
妖
怪
フ
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タ
」
が
大
賞
を
受
賞

「夢中にならなければ何も変わらない」
三沢元気プランプレゼンテーション大会 ９月 23 日

　にぎわい創出と雇用拡大のため、三沢市雇用創造推進協

議会は 7 月から講師にアーティストの山本耕一郎氏を迎え、

全６回のイベントコーディネーター養成講座を開催。その集

大成として、「まちを元気にしたい！」と考える 7 チーム・

32 人が、公会堂でまちづくりのアイデアを発表しました。

　三沢の抱える問題やイマイチなところへ互いにヒントを出

し合って企画されたイベント案は、どれも魅力的。三沢市出

身のアートディレクター森本千絵さんや十和田市現代美術館

の藤副館長らは「にぎわいと雇用を創り出し、まちの人が楽

しめるものになっているかどうか」を基準に審査し、大賞な

どを決定しました。

小川原湖や仏沼で三沢の自然を体験
「イチ、二のサン」日米親子キャンプ 10 月６日～７日

　名前に数字が付く岩手県一関市と二戸市、三沢市が連携し

て観光振興などを図る「イチ、ニのサン 元気な東北発信事業」

の一環として、各都市の自然や文化を体感するイベントを実

施。三沢市では、３市と米軍三沢基地の親子 11 組 34 人が

参加するキャンプが開催されました。

　根井団体活動センターに集まった参加者たちは、小川原湖

自然楽校代表・相馬氏の指導の下、初日に小川原湖でのカヌー

搭乗を体験。夜はバーベキューやドラム缶風呂を楽しみまし

た。また、片言の英語やジェスチャーで国際交流にも挑戦。

翌日は仏沼での自然観察や県立三沢航空科学館を訪れるなど

して、三沢の魅力を満喫していました。

◀
カ
ヌ
ー
搭
乗
に
挑
戦
し
た
米
軍
三
沢
基
地
の

　
親
子

※ホームページの「できごと通信」では、さらに多くの出来事を紹介しています！

　▶ http://www.city.misawa.lg.jp/

　紙飛行機を使った「ミス・ビードルカップとべとべコンテスト」とライト

プレーンによる「模型飛行機大会」を併催するこのイベントは、NPO 法人

テイクオフみさわが「湖の見える草原」で開催し続け早 3 回目となりました。

　毎年のように参加しているベテランから初参加のビギナーまで、天高く馬

肥ゆる秋晴れのもと、今年も 300 人以上の人々が会場を訪れ、うち 201 人

が大会にエントリー。大会では、ゴムを動力に、上空に飛ばしてから地面に

着く瞬間までの滞空時間の長さを競います。機体をゴムにひっかけ、両手を

使って思い切り伸ばし、空高く飛行機を飛ばす参加者たちは、何とか滞空時

間を延ばそうと、翼の角度を変えたり、風を読んだりと奮闘していました。

　3 連休の中日ということもあって

か、参加者の大半は親子連れ。協力

したり競争したりと、紙飛行機を通

じて、大切な秋の思い出の一つを作っ

ていました。

馬肥ゆる秋、天高く舞う紙飛行機
みさわスカイフェスタ 10 月７日

▶無邪気に飛行機を飛ばすほほえましい親子

できごと

つうしん

◀展示飛行するラジコンヘリを見上げる参
　加者たち
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７日（水）・21 日（水）
12 月５日（水）

13 時～ 16 時

20 日（火）
13 時～ 16 時

27 日（火）
13 時～ 16 時

12 日（月）
10 時～ 15 時

第２・４木
9 時 30 分～ 15 時

15 日（木）・29 日（木）
13 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 17 時

随時
電話相談可

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週月～金
9 時～ 16 時

毎週火
10 時～ 15 時

毎週月～金
9 時～ 16 時 30 分

毎週土
9 時～ 11 時 30 分

毎週月～金
8 時 15 分～ 16 時

武
道
祭

美
し
く
磨
き
鍛
え
ら
れ
た
技

　

三
沢
市
を
代
表
す
る
武
道
系
の

協
会
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

皆
さ
ん
に
披
露
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
４
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

開
会
式
９
時
～

と
こ
ろ　

武
道
館

参
加
協
会

　

相
撲
、
空
道
、
空
手
、
合
気
道

　

柔
道
、
剣
道
、
な
ぎ
な
た
、
弓
道

　

武
術
太
極
拳

▼
問　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
３
）

航
空
科
学
館
イ
ベ
ン
ト
情
報

秋
の
星
空
観
察
会
（
要
事
前
申
込
）

と　

き　

11
月
17
日
㈯
18
時
～

と
こ
ろ　

特
別
展
示
室
・

　
　
　
　
　
　
　
　

大
空
ひ
ろ
ば

定　

員　

30
人（
多
数
時
は
抽
選
）

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
間　

11
月
６
日
㈫
～
10
日
㈯

▼
申
問　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
７
７
７
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　

50
ー
７
５
５
９

Ｅ
メ
ー
ル　

star@
kokukagaku.jp

先
人
記
念
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

廣
澤
牧
場
の
し
く
み

　

企
画
展
「
新
収
蔵
資
料
公
開
」

第
３
回
と
し
て
、
廣
澤
牧
場
が
多

分
野
の
事
業
を
展
開
、
創
意
工
夫

し
て
い
た
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

紹
介
し
ま
す
。

期　

間　

11
月
16
日
㈮
～

　
　
　
　

平
成
25
年
４
月
21
日
㈰

と
こ
ろ　

先
人
記
念
館

入
館
料　

小
・
中
学
生
50
円

　
　
　
　
　
　
（
毎
週
㈯
は
無
料
）

　
　
　
　

高
校
生
以
上
１
０
０
円

展
示
替
え
に
よ
る
臨
時
休
館

期　

間　

11
月
13
日
㈫
～
15
日
㈭

▼
問　

先
人
記
念
館

　
　
　
　
　
（
☎
59
ー
３
０
０
９
）

病
院
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

ピ
ア
ノ
・
声
楽
・
連
弾
の
ス
テ
ー
ジ

と　

き　

11
月
11
日
㈰
16
時
～

と
こ
ろ　

三
沢
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

出　

演　

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
等
学
校

曲　

目　

シ
ョ
パ
ン
・
バ
ラ
ー
ド
他

▼
問　

ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会　

成
田

　
　
　
　
　
（
☎
52
ー
６
０
９
７
）

普
通
救
命
講
習
会

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に

と　

き　

11
月
25
日
㈰
９
時
～
12
時

と
こ
ろ　

消
防
本
部
２
階
講
堂

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

　
　
　
　

７
人
以
下
の
場
合
は
中
止

内　

容　

成
人
の
心
肺
蘇
生
法
や

　
　
　
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、

　
　
　
　

異
物
除
去
法
な
ど

受
講
料　

無
料

▼
申
問　

消
防
署
救
急
係

（
☎
54
ー
４
２
１
２
内
線
２
１
８
）

青
森
県
最
低
賃
金
が
改
正

使
用
者
も
労
働
者
も
チ
ェ
ッ
ク
！

　

県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者

と
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す

る
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
青
森
県

最
低
賃
金
が
、
10
月
12
日
か
ら
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

時
間
額　

６
５
４
円

※
製
造
業
と
小
売
業
の
一
部
に
は

　

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

　

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問　

青
森
労
働
局
労
働
基
準
部

（
☎
０
１
７
ー
７
３
４
ー
４
１
１
４
）

http://aom
ori-roudoukyoku.

jsite.m
hlw

.go.jp/

復
興
支
援
・
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

被
災
地
は
引
き
続
き
受
付
中
で
す

　

エ
コ
住
宅
の
新
築
・
エ
コ
リ

フ
ォ
ー
ム
を
す
る
と
、
被
災
地
の

産
品
・
製
品
な
ど
と
交
換
で
き
る

ポ
イ
ン
ト
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
対

象
工
事
の
着
工
期
限
は
10
月
末
で

し
た
が
、
ポ
イ
ン
ト
の
発
行
申
請

は
引
き
続
き
受
付
中
で
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
対
象
住
宅
の
住
所
が
被

災
地
の
場
合
に
限
り
、
ポ
イ
ン
ト

発
行
申
請
の
事
前
に
必
要
な
予
約

受
付
も
継
続
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問　

住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
事
務
局

（
☎
０
５
７
０
ー
２
０
０
ー
１
２
１
）

年
内
の
し
尿
の
く
み
取
り

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

　

例
年
、11
月
か
ら
12
月
に
か
け
、

し
尿
く
み
取
り
の
申
し
込
み
が
集

中
し
ま
す
。
年
内
の
く
み
取
り
を

希
望
す
る
方
は
、
12
月
７
日
㈮
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

県
南
清
掃
㈱

　
　
　
　
　
（
☎
50
ー
７
１
０
０
）

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

虐
待
は
重
大
な
子
ど
も
の
権
利
侵
害

　

皆
さ
ん
の
周
り
に
「
虐
待
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が
い

た
ら
、
す
ぐ
に
連
絡
（
通
告
）
し

て
く
だ
さ
い
。

　

連
絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い

よ
う
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
皆

さ
ん
の
行
動
で
、
子
ど
も
を
虐
待

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語

『
気
づ
く
の
は　

　

あ
な
た
と
地
域
の　

心
の
目
』

▼
問　

児
童
相
談
所
（
☎
60
ー
８
０
８
６
）

家
庭
福
祉
課
（
☎
51
ー
８
７
７
２
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

秋
の
製
本
講
座

　

製
本
の
技
術
を
取
り
入
れ
た
①

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
ブ
ッ
ク
と
②
ア

ル
バ
ム
の
作
り
方
を
学
び
ま
す
。

と　

き
①
11
月
10
日
㈯
14
時
～

　
　
　

②
11
月
22
日
㈭
10
時
30
分
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

対　

象　

一
般

定　

員　

各
8
人
（
先
着
順
）

語
り
聞
か
せ

　

は
ま
な
す
の
会
に
よ
る
語
り
聞

か
せ
で
す
。昔
ば
な
し
や
紙
芝
居
、

懐
か
し
い
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
17
日
㈯
10
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

対　

象　

小
学
生
以
下

館
長
＆
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
ト
ー
ク

テ
ー
マ　

ふ
る
さ
と
の
文
学
作
品

　
　
　
　

を
読
む
２

と　

き　

11
月
21
日
㈬
18
時
～

と
こ
ろ　

３
階
第
１
会
議
室

※
参
加
料
は
全
て
無
料
で
す
。

▼
申
問　

図
書
館

　
　
　
　
　
（
☎
53
ー
６
０
４
０
）

●法律相談（法テラス青森主催）
問 法テラス青森（☎ 050-3383-5552）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名・受付条件あり

●法律相談（社会福祉協議会主催）
問 場 社会福祉協議会（☎ 52-3270）
※要電話予約・先着６名

●法律相談（市主催）
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室　※要電話予約・先着６名

●人権・行政相談
問 広報広聴課（内 345）
場 市民相談室

●人権・困り事相談
問 人権・困り事相談所（☎ 52-7083）
場 市民活動ネットワークセンターみさわ（旧ふれあいの館）

●創業・起業相談（21 あおもり産業総合支援センター主催）
問 産業政策課（内 224）
場 市役所別館２階  図書室　※要電話予約

●教育相談
問 場 国際交流教育センター内教育相談室（☎ 53-6060）

●家庭児童・婦人相談
問 場 家庭福祉課（内 381）

●育児・子育て支援相談
問 場 三沢地域子育て支援センター（☎ 53-1176）
問 場 ぴこりんパーク（☎ 53-7772）

●育児・子育て支援相談
問 場 みさわファミリーサポートセンター（☎ 50-1518）

●消費者生活相談
問 県消費生活センター八戸相談室（☎ 0178-27-3381）

●警察安全相談
問 三沢警察署総務課（☎ 53-3145　内 217）

●犯罪被害者支援相談
問 青森県地方検察庁被害者ホットライン

（☎ 017-722-1234）

●がん・緩和ケア・医療相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内

（☎ 51-1375）

●介護・福祉相談
問 場 三沢市立三沢病院地域医療連携室内（☎ 51-1375）

カ
ブ
ト
ム
シ
幼
虫
飼
い
方
講
座

大
き
な
カ
ブ
ト
ム
シ
を
目
指
し
て

　

公
園
の
落
葉
や
、
せ
ん
定
枝
の

チ
ッ
プ
で
育
っ
た
カ
ブ
ト
ム
シ
の

幼
虫
を
、
１
家
族
に
つ
き
２
匹
ず

つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

と　

き　

11
月
18
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

10
時
～
11
時
頃

と
こ
ろ　

公
園
緑
化
公
社
会
議
室

対　

象　

５
歳
～
小
学
６
年
生
の

　
　
　
　

子
ど
も
と
保
護
者

定　

員　

12
組
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
締
切　

11
月
16
日
㈮

※
す
す
い
だ
２
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ

　

ト
ボ
ト
ル
容
器
２
本
と
、
カ
ッ

　

タ
ー
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
問　

公
園
緑
化
公
社

　
　
　
　
　
（
☎
51
ー
２
８
２
０
）

排
水
設
備
工
事
配
管
工
認
定
講
習

忘
れ
ず
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い　

　

青
森
県
下
水
道
協
会
に
よ
る
平

成
24
年
度
認
定
講
習
で
す
。

と　

き　

平
成
25
年
１
月
18
日
㈮

と
こ
ろ　

八
戸
市
総
合
福
祉
会
館

受
講
料　

７
０
０
０
円

　
　
　
　
（
振
込
手
数
料
を
除
く
）

※
下
水
道
課
で
配
布
す
る
申
込
書

　

に
所
定
の
書
類
を
添
付
し
て
、

　

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
郵
送
不
可
）

申
込
期
間　

11
月
15
日
㈭
～

　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
４
日
㈫

▼
申
問　

下
水
道
課
排
水
設
備
係

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
７
８
）

３
世
代
で
学
ぶ
安
全
・
安
心
教
室

家
族
で
学
ぶ
交
通
安
全

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
一
緒

に
、
劇
や
ク
イ
ズ
で
防
犯
・
交
通

安
全
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

最
後
ま
で
参
加
し
た
お
子
さ
ん
に

は
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
用
意
！

と　

き　

12
月
２
日
㈰
14
時
～
15
時

と
こ
ろ　

県
立
三
沢
航
空
科
学
館

　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
展
示
室

対　

象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も

　
　
　
　

と
保
護
者

参
加
料　

無
料

▼
申
問　

㈱
東
北
博
報
堂
青
森
支
社

（
☎
０
１
７
ー
７
７
６
ー
４
３
５
１
）

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

基
礎
的
な
パ
ソ
コ
ン
技
術
を
習
得

と　

き　

　

デ
ジ
カ
メ
編　
　

11
月
18
日
㈰

　

ビ
デ
オ
編
集
編　

12
月
９
日
㈰

　
　
　
　
　
　

９
時
15
分
～
15
時

と
こ
ろ　

小
川
原
湖
青
年
の
家

定　

員　

各
10
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

※
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７
以
降
の
ノ
ー

　

ト
パ
ソ
コ
ン
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

　

ラ（
デ
ジ
カ
メ
編
の
み
）、昼
食
、

　

筆
記
用
具

申
込
締
切　

　

デ
ジ
カ
メ
編　
　

11
月
18
日
㈰

　

ビ
デ
オ
編
集
編　

12
月
９
日
㈰

※
青
森
県
民
カ
レ
ッ
ジ
単
位
認
定

　

講
座
で
す
。

▼
問　

公
立
上
北
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
（
☎
56
ー
２
３
９
３
）

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　

あ
な
た
自
身
と
大
切
な
人
を
守

る
た
め
、
基
礎
講
習
と
救
急
員
養

成
講
習
で
命
を
救
う
知
識
・
技
術

を
学
び
ま
す
。

と　

き　

11
月
30
日
㈮
～

　
　
　
　
　
　
　
　

12
月
２
日
㈰

　
　
　
　
　
　

各
日
９
時
～
17
時

と
こ
ろ　

公
会
堂

対　

象　

健
康
な
満
15
歳
以
上

定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

３
０
０
０
円

※
救
急
員
養
成
講
習
の
受
講
に
は

　

１
日
目
の
基
礎
講
習
認
定
証
が

　

必
要
で
す
。

▼
申
問　

日
本
赤
十
字
社
青
森
県

支
部
事
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　市立三沢病院では、入院されている方々と聴衆者が安らぎと希望を
共感できる『市民による市民のための手作りコンサート』を開催して
おり、ボランティア出演者および運営スタッフを募集します。

参加条件
　①全てボランティア活動であることに理解があること。
　②個人・団体は問いません。
　③クラシック、邦楽、ポップス、合唱、独奏など、
　　ジャンル・演奏形態は問いません。
　④ 20 ～ 40 分程度の演奏を基準とします。
　⑤グランドピアノは病院のものを使用可。他の楽
　　器は持参してください。
申込方法
　「出演希望」または「運営スタッフ希望」、氏名、
　住所、電話番号を明記の上、ＦＡＸ・郵送でお申し込みください。
募集期限　12 月 30 日（日）必着
★申し込み・問い合わせ先
　三沢市立三沢病院ハートフルコンサート代表　成田俊太郎
　（☎・FAX　52-6097）　〒 033-0033 三沢市美野原２丁目 12- ４

INVITE
三沢病院ハートフルコンサート
　　　　　　　　　出演者・運営スタッフを募集します

日 時　平成 25 年１月 13 日（日）
　　　　受付 11:30 ～▶記念演奏 12:15 ～
　　　　　 　 　 　 ▶式　　典 13:00 ～
場 所　公会堂
対 象 者　市内在住で平成４年４月２日～
　　　　　　　平成５年４月１日に生まれた方
※市内在住者には、はがきでご案内しますが、
　三沢市出身で他市町村に在住し、参加を希望
　する方は事前にご連絡ください。
★問い合わせ先　公会堂（☎ 53-8711）

EVENT
成人式　～門出の記念に

　柔らかく大きなボールを使ったソフトバレーは、技術より
もチームワークが大事！お気軽にお申し込みください。
日 時　12 月２日（日）8:30 ～
場 所　総合体育館
申込資格
メンズ＆
ミックスの部

メンズ／男４人（40 歳以上３人または 50 歳以上２人含む）
ミックス／男女各２人

レディース＆
　小学生の部

レディース／女４人
小学生／４人　※混合も可

小学４年生
　　以下の部 小学４年生以下４人

参 加 料　無料
申込締切　11 月 18 日（日）

★申し込み・問い合わせ先
　三沢市ソフトバレー事務局
　　　　　　　　　　　大塚
　（☎ 090-8423-0669）

SPORTS
市民ソフトバレーボール大会　参加者募集

募集種目 応募資格（H25.4.1 基準） 受付期限 試験期日 試験場所

自衛官候補
生（任期制） 男

性

18 歳以上 27 歳未満 11 月 16 日 ( 金） 12 月 6 日（木）
　 ～７日（金）

陸自八戸駐屯地
陸自青森駐屯地

高等工科
学校生徒

中卒（見込み含む）
15 歳以上 17 歳未満

平成 25 年
１月７日（月）

平成 25 年
１月 19 日（土）

八戸市
福祉公民館

※詳細については、お問い合わせください。
★問い合わせ先　自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所（☎ 53-1346）

RECRUIT
自衛官を募集します

日 時　12 月５日（水）、７日（金）、12 日（水）
　　　　　14 日（金）、19 日（水）、21 日（金）
　　　　　14:00 ～ 15:00
場 所　温水プール
対 象 者　18 歳以上
定 員　15 人（先着順）
参 加 料　2,000 円
申込締切　11 月 30 日（金）17:00
★申し込み・問い合わせ先
　屋内温水プール（☎ 59-3850）

LECTURE
水中ウォーキングで健康づくり以下の施設は 11 月 26 日（月）から冬季閉鎖します。

施　設 問い合わせ先

南山多目的
ふれあい広場

☎ 51-2091
☎ 080-1650-3480

月～土　9:00 ～ 21:00
日・祝　9:00 ～ 17:00

南山屋外運動場 ☎ 51-8105
☎ 080-1650-3479 月～金　13:00 ～ 21:00

　土　　  9:00 ～ 21:00
日・祝　  9:00 ～ 17:00

市民運動広場 ☎ 57-2812
☎ 080-1650-3481

★問い合わせ先　㈶三沢市自治振興公社（☎ 51-1930）

INFORMATION
屋外スポーツ施設を冬季閉鎖します

日 時　11 月 23 日（金）、24 日（土）、25 日（日）、
　　　　　12 月８日（土）、９日（日）14:45 ～ 16:15
場 所　三沢アイスアリーナ
対 象 者　年長以上の子ども１人と大人１人（家族追加可）
定 員　15 組程度（先着順）
参 加 料　１組 3,000 円（家族１人追加につき＋ 1,000 円）
申込締切　11 月 22 日（木）17:00
※当日は、手袋、防寒着、スケート靴（レンタルは 300 円）
　をご準備ください。
★申し込み・問い合わせ先　三沢アイスアリーナ（☎ 57-2100）

LECTURE　チャレンジ！市民ひとり一芸一スポーツ

ファミリースケート教室 ～親子で楽しくスケートしよう～

講　座・講　師 開　設　日　時 講師から一言 費用・定員

ハングル講座　　　　　
全　昇大（ジョン・スンデ）講師

毎週水曜日 18:00 ～ 20:00
11/21,28,12/5,12　 計４回 韓国の文化などを紹介しながら、基本表現・読み書きの練習を行

います。初めて韓国語を学ぶ人に、ぜひ受講してほしい内容です。

受講料　1,200 円
定　員　各 20 人
　　　　（先着順）毎週木曜日 10:00 ～ 12:00

11/22,29,12/6,13　計４回

申込方法　電話、ＦＡＸまたはＥメールで希望する曜日、住所、氏名（ふりがな含む）、電話番号をご連絡ください。
申込期限　11 月 14 日（水）※定員になり次第終了します。
※講師の都合などにより、上記の日程が変更になる場合があります。
※受講料は講座開設初日に現金でお支払いください。
※受講者の諸事情で、途中に講座を休んだり辞めた場合の受講料は返金できませんのでご了承ください。

★申し込み・問い合わせ先　みさわ国際交流協会〔国際交流教育センター内〕（☎ 51-1349）　FAX  51-1211
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅメール　kokusai@city.misawa.lg.jp

LECTURE
語学講座のご案内

　年間約 13 万人の宿泊客が訪れる温泉宿「古牧温泉青森屋」
を始め、敷地約 20 万坪に多くの施設を持つ古牧温泉。その
うち、大岩風呂やボウリング場のあるレジャーランド、旧小
川原湖民俗博物館、旧渋沢邸、40㌶を超える山林など、低利
用または未利用施設の有効活用を提案するビジネスプランを
募集します。
　あなた独自の技術、アイデア、こだわりを盛り込んだ、ビ
ジネスプランをお待ちしています！
応募資格　古牧温泉内における創業・起業・事業拡大のため
　　　　　のビジネスプランを有する個人、グループ、法人
　　　　　など

古牧温泉『のれそれ青森ビジネスプランコンテスト』ビジネスプランを募集します
応募方法　青森屋ホームページからダウンロードまたは直接
　　　　　請求した応募申込書でＥメール送信または郵送
応募締切　12 月 14 日（金）必着
賞（副賞）　▶最優秀賞（古牧温泉青森屋宿泊券 10 人分）
　　　　　▶優秀賞（同６人分）▶奨励賞（同２人分）
受賞者への特典・支援
　▶古牧温泉での最大２年間の無料施設賃借権
　▶古牧温泉青森屋宿泊客への商品ＰＲ機会の提供など
★申込書の請求・申し込み・問い合わせ先
　株式会社　三沢奥入瀬観光　古牧温泉青森屋（☎ 53-5156）
　ホームページ　http://komaki-onsen.co.jp/bussinessplan/

温 泉 旅 館 か ら 始 ま る 新 し い ビ ジ ネ ス

図書館の OPAC（資料検索機）システムが新しくなりました
　これまでの図書検索機能に加えて、
①本の予約
②借りている本の確認
③登録している個人のパスワードとＥメールアドレスの変更
④図書館の開館日カレンダーの確認
ができるようになりました。

図書館のホームページをリニューアルしました
①「Web OPAC」で館外でのパスワードを登録・変更
②「お気に入り」機能で、検索した本の情報を登録
ができるようになりました。

※詳しくは図書館スタッフ
　にお問い合わせください。
★問い合わせ先
　図書館（☎ 53-6040）

INFORMATION
図書館の検索サービスが新しくなりました
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▶建物の周りに燃えやすいものを置か

　ない。

▶自転車やバイクは路上に放置せず自

　宅内に入れる。

▶家庭内のごみは外に置かずに、収集

　日に指定の場所へ出す。

▶建物の周辺は外灯などで明るくする。

▶空き家や物置、車庫等はしっかり施

　錠する。

　地域ぐるみで放火されにくい環境を

つくりましょう。

住宅用火災警報器を寝室や階段に設置して
いないご家庭は早急に設置しましょう。
　　　　　　　　　　　　消防本部予防課

放火による火災にご注意！

ワンポイント消防
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Ａ

「骨粗しょう症」を知っていますか？
　骨に小さな穴が多発し、骨の変形、骨性の痛

み、さらに日常生活程度の負荷での骨折を引き

起こします。高齢女性を中心に年々患者が増加

しており、初期段階に自覚症状はなく、骨折し

て初めて気付くケースも少なくありません。

　骨粗しょう症の予防改善には、食事・運動・

日光浴の“３本柱”が効果的です。今日からコ

ツコツと、骨強化の習慣を重ねていきましょう。

食事でカルシウムをしっかり摂取しましょう
　骨粗しょう症予防のために摂りたい１日分の

カルシウム（Ca）量は 800mg、日本人の不

足分は平均約 150mg と言われています。い

つもの食事に以下の食材をうまくプラスして、

不足分を補っていきましょう。

牛乳 180cc スキムミルク 10g

スライスチーズ 1 枚 ヨーグルト 120g

ひじき 10g 切干大根 10g

ちりめんじゃこ 10g 桜エビ 5g

カルシウム摂取を助ける強い味方
　ビタミンＤ（魚、干しシイタケなど）
　　カルシウムの吸収を助け、骨に定着させます

　ビタミンＫ（納豆、青菜類など）
　　カルシウムが骨に定着するのを助けます

運動でカルシウムをしっかり定着！
　骨に負荷を与えることで、その部分にカルシ

ウムが引き寄せられて定着します。いすを使っ

たスクワット運動や、階段の昇り降り、歯磨き

時のかかと上げなどでも十分な効果があります

ので、日常の中に取り入れてみましょう。

日光浴でビタミンＤをしっかり生成！
　カルシウムの吸収を助け、骨への定着を促進

するビタミンＤは、食べ物から摂る他にも太陽

の光を浴びることにより、皮ふで生成されます。

　夏は木陰で 30 分、冬は窓際で１時間程度、

太陽の光を浴びましょう。ウォーキングなど屋

外での運動は、日光浴もできるのでお得です。

　　  骨粗しょう症

問い合わせ…保健相談センター　☎ 57-0707

11 月の

  保健 だより

休  日  救  急  診  療
11 月　3 日 まつぞのクリニック ５２－５０５０

11 月　4 日 平山泰照皮ふ科医院 ５３－１２５５

11 月 11 日 みさわクリニック ５３－３７３９

11 月 18 日 こおり耳鼻科クリニック ５３－３３８７

11 月 23 日 鳴海外科医院 ５３－３０５６

11 月 25 日 柿崎外科医院 ５７－１１５１

12 月　2 日 三沢中央病院 ５７－１１１１

12 月　9 日 得居泌尿器科医院 ５０－１３３３

※ 17 時以降の夜間救急診療は当番制ではありません。

冨田  茉悠（まゆう）  ちゃん／９カ月

内容・対象 月　日 時　間 場　所

母　
　
　

子

妊婦歯科健診 11 月 27 日（火）受付 13:15 ～ 13:30

保健相談

センター

＊母子手帳を持参してください。

両親学級２課
（沐浴実習など）

11 月 1 日（木）
         13:30 ～ 15:00

（受付 13:15 ～ 13:30）

＊予約制です。
＊母子手帳とエプロンを持参の上、動きやすい服装でお越しください。

４カ月児健康診査 11 月 27 日（火）受付  12:45 ～ 13:15

＊希望する保護者は歯科健診を受けることができます。
＊ブックスタート事業（絵本の読み聞かせや絵本のプレゼント）があります。

６ ～  ７カ月児健康相談 11 月 27 日（火）受付   9:30 ～ 10:00
９～１０カ月児健康相談 11 月 28 日（水）受付   9:30 ～ 10:00

１歳６カ月児健康診査
（平成 23 年３月生まれの幼児） 11 月 22 日（木）受付 12:45 ～ 13:15

２歳児歯科健康診査
（平成 22 年６月生まれの幼児） 11 月 28 日（水）受付 12:45 ～ 13:15

３歳児健康診査
（平成 21 年４月生まれの幼児） 11 月 21 日（水）受付 12:30 ～ 13:00

▼乳幼児健診では、母子健康手帳・バスタオルなどを持参してください。
　１歳６カ月児・２歳児・３歳児健康診査では診査票などを忘れずに。
　体調不良や感染症などのときは受診をご遠慮ください。

親子ふれあい広場 11 月５日（月）        10:00 ～ 11:00
（受付  9:40 ～ 10:00）

おおぞら

児童センター
　対象　歩くことができる就学前のお子さんとその保護者（お父さんも可）
　内容　親子スキンシップ体操等、親子一緒に楽しく体を動かして遊びます。
　申し込み・問い合わせ先（※なるべく事前にお申し込みください）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健相談センター　☎ 57-0707

成
人
老
人

栄養相談 随時受付（予約制）

保健相談

センター

一般健康相談 月～金曜日随時           8:30 ～ 16:30

こころのケア相談　　電話相談 11 月８日（木）
        10:00 ～ 12:00
        13:00 ～ 15:00

　　　　　　　　　　面接相談 11 月 22 日（木）        10:00 ～ 15:00
＊面接は３日前までに要予約　☎ 57-0029（専用電話）
女性健康相談 11 月 20 日（火）受付 10:00 ～ 10:30

上十三保健所

（十和田市）
精神保健福祉相談 11 月 21 日（水）受付 13:00 ～ 14:00
＊問い合わせ：上十三保健所　☎ 23-4261

　　　  予防・改善のススメ 今年度から、65 歳以上の方は、がん検診料が全て無料です
年に１度の検診を受けていますか？　各種がん検診などの受診者を募集します。

11 月実施分（11/ ６, ７, ８, ９, 10, 29 の６日間）

市 民 が ん 検 診 等
胃・大腸・肺・前立腺がん、肝炎ウイルス、歯周病検診など
※国保・後期高齢者医療保険加入者は、同日に特定健康診
　査（診察・血圧・尿・血液検査等）も実施可。

子宮・乳がん検診 子宮がん（卵巣がん含む）乳がん検診（60 歳以上のマンモ
グラフィーのみ）

平成 25 年３月までの実施分
　　子宮・乳・大腸がん検診の無料
　クーポン券が配布されている方、
　40 歳・50 歳の胃・肺・大腸がん
　検診無料受診券が届いている方は、
　ぜひ受診しましょう。

★申し込み・問い合わせ先
　健康推進課（☎ 57-0707）

MEDICAL INFORMATION
各種がん検診の受診者を追加募集します
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11 月は食育月間

　インフルエンザが流行し始める季節になりました。対象の方は、市が委託する
医療機関で早めの予防接種を受けましょう。

実施時期　11 月１日（木）～ 12 月 28 日（金）
実施場所　委託医療機関
接種費用　1,000 円（生活保護世帯は無料）
対 象 者　①昭和 22 年 10 月 31 日以前に生まれた方
　 　 　　② 60 歳以上 65 歳未満で心臓、腎臓、呼吸　　　　　　　　　　　
　　　 　 　　　器に重度の機能障害がある方、または、
　　　　　　ヒト免疫不全ウイルスにより免疫機能に
　　　　　　重度の障害のある方
※対象者には 10 月下旬頃、個別に通知しています。
　転入などで通知が届いていない方はご連絡ください。

★申し込み・問い合わせ先　健康推進課（☎ 57-0707）

MEDICAL INFORMATION
インフルエンザ予防接種のお知らせ

油 の 流 出 事 故 に
　　 ご 用 心！　　

　毎年、暖房を使用する時期になると、
灯油や農耕用軽油の漏えい事故が多発
します。灯油を使う機会が増えるこの
季節、以下の事に注意しましょう。

▶給油時は、その場を離れない。
▶落雪や除雪作業による配管などの破
　損に注意する。
▶ホームタンクや配管などを
　定期的に点検する。

　油漏れを起こした場合や発見した場
合は、速やかにご連絡ください。
★問い合わせ先
　環境衛生課（内線 279）
　消防本部（☎ 54-4111）
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日米ハロウィン仮装パレード＆コンテスト
　思い思いの衣装に身を包んだ 600 人以上の参加者が、大町オレンジ広場前か
らパレード！終着点のアメリカ広場では、衣装の奇抜さや美しさなど総合的に
審査され、優秀者が表彰されました。

まんぷく祭  第５弾「世界の果てまで食って９店！」
　定期的にアメリカ広場で開催し続けるグルメイベントの今回のテーマは

「世界の料理」！市内の飲食店９店舗がインド、韓国、メキシコなどの料理
で来場者の食欲を満たしました。

お菓子プレゼント「トリック オア トリート」
　仮装した子どもたちが、ハロウィンの飾り付け
をしている商店街のお店を訪ねると、キャンディー
などのお菓子をプレゼント。店頭には、可愛らし
いお化けやモンスターが長蛇の列を作りました。

　10 月 20 日、歩行者天国にしたアーケード商店
街に多くの迫力あるモンスターやヒーロー、可愛
らしい魔女やジャックランタンたちが出現！
　国際色豊かな三沢ならではの魅力を堪能する１
日となりました。

各コンクール入賞者を発表します

平成 24 年度  納税作品コンクール

両コンクールの全ての応募作品・応募写真を展示します。
期　間　11 月 20 日（火）～ 30 日（金）
　　　　10:00 ～ 20:00（30 日は 14:00 まで）
場　所　ビードルプラザ
★問い合わせ先　三沢市公園緑化公社（☎ 51-2820）

第 10 回  花と緑の写生コンクール

全ての応募作品を展示します。
期　間　11 月 10 日（土）～ 19 日（月）
　　　　（19 日は 14:00 まで）
場　所　ビードルプラザ

★問い合わせ先　税務課（内線 165）

金

金

小学校１学年の部
金  宮崎  夏

な つ め

芽　  （上久保）

銀  久保  駿
しゅんすけ

佑　  （古間木）

銅  小泉  花
か な

和　  （木崎野）

佳  堀内  琉
りゅうのすけ

乃介（岡三沢）

小学校２学年の部
金  藤田  くらら（岡三沢）

銀  川端  杏
あ ん な

奈　  （木崎野）

銅  小
こ い ど

井圡  真
ま ひ ろ

洸（三　沢）

佳  白石  薫
かおる

　　  （上久保）

小学校３学年の部
金  吉田  幸

こうせい

生　  （古間木）

銀  高橋  音
の あ

愛　  （岡三沢）

銅  阿部  映
え り か

理華（三　沢）

佳  木村  明
め い

依　  （木崎野）

小学校５学年の部
金  冨田  桃

も も か

花　 （三川目）

銀  原
は ら た

田  菜
な お

生　 （木崎野）

銅  豊川  洸
こ う た

多　 （岡三沢）

佳  田中  知
ち か よ

花代（上久保）

小学校４学年の部
金  南　  隼

は や と

人（木崎野）

銀  髙橋  里
り か

佳（三　沢）

銅  坂本  結
ゆ い

生（古間木）

佳  袴田  郷
さ と の

乃（三川目）

中学校・作文の部
銀  小野  伶

りょう

　  （第一・３年）

銅  江頭  香
か ほ

帆（第一・２年）

佳  立花  清
さ や か

香（第一・２年）

金

金

銀金

中学校の部
金  織笠  美

み き

希    （第一・３年）

銀  新山  寛
か ん な

奈    （堀口・１年）

銅  本
もとしゅく

宿  里
り さ

沙   （第一・３年）

佳  髙橋  沙
さ や か

耶香（第二・２年）

金

金

小学校低学年の部
金  坂本  丈

たけし

　　（上久保・３年）

銀  佐々木  琉
る な

花（三川目・１年）

銅  浅野  那
な な

奈　（上久保・３年）

銅  細川  亜
つ ぐ み

実　（古間木・１年）

金

小学校高学年の部
金  中村  華

こ こ ろ

心 　（木崎野・５年）

銀  松岡  夏
な つ み

美　 （木崎野・５年）

銅  米内山  愛
あ い か

佳（おおぞら・４年）

銅  吉田  実
み か

加　 （木崎野・５年）

金

中学校の部
金  向井  友

ゆ り か

梨香（第一・３年）

銀  沼端  亮
りょうま

磨（第一・１年）

銅  冨田  真
ま ほ

帆（第一・３年）

特  松山  もえ（第一・３年）

金

花壇の部（小学校）
最 優 秀 賞 　上久保小学校
優 秀 賞 　三川目小学校
優 良 賞 　古間木小学校
審査員特別賞 　おおぞら小学校

最 優 秀 賞

花壇の部（中学校）
最 優 秀 賞 　第五中学校
優 秀 賞 　第三中学校
優 良 賞 　第二中学校

最 優 秀 賞

第 11 回  花壇コンクール

小学校６学年の部
金  髙橋  春

は る か

佳（三川目）

銀  袴田  郁
い く み

海（三川目）

銅  白石  暁
あきら

　  （上久保）

佳  藤田  悠
ゆうすけ

介（上久保）

Happy! Halloween!!
ハロウィンフェスタ in MISAWA 2012

Pick  Up
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人 口 と 世 帯 数

■人口 42,180 人（－ 62 人）・男 20,703 人（－ 10 人）・女 21,477 人（－ 52 人）　■世帯数 18,767 世帯（－ 12 世帯）

－９月末現在－　※（　）内は前月との増減比較

広報みさわ 11 月号は 14,000 部発行し、1 部あたりの印刷製本費は 56 円です。
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「子どもたちから笑顔をもらっています」
通学路で子どもたちの安全と成長を見守る

　
「
い
つ
も
私
た
ち
の
安
全
を
見

守
っ
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
」。

　

あ
る
男
子
中
学
生
か
ら
の
一
言

に
山
田
さ
ん
は
驚
き
、「
ち
ゃ
ん

と
子
ど
も
た
ち
は
成
長
し
て
い
る

ん
だ
」
と
感
じ
た
と
い
う
。

　
「
お
か
げ
さ
ま
で
中
学
校
に

行
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
親
と

し
て
安
心
で
し
た
」。

　

当
時
、
小
学
校
に
通
っ
て
い
た

児
童
の
母
親
か
ら
掛
け
ら
れ
た
、

思
い
が
け
な
い
一
言
は
「
あ
ぁ
、

（
こ
の
活
動
が
子
ど
も
や
親
の
）

足
し
に
な
っ
て
い
る
の
か
な
。
明

日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
」
山
田
さ

ん
を
そ
ん
な
気
持
ち
に
さ
せ
た
。

　

近
隣
の
駐
在
に
協
力
を
求
め
た

り
、
最
近
で
は
、
加
入
す
る
老
人

ク
ラ
ブ
の
会
員
を
活
動
に
誘
う
な

ど
、
精
力
的
に
活
動
を
続
け
る
山

田
さ
ん
。「
子
ど
も
た
ち
に
笑
顔

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」。
朗
ら
か

な
中
に
も
力
強
さ
を
感
じ
る
一
言

を
残
し
、
今
日
も
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
と
成
長
を
見
守
り
続

け
て
い
る
。

山
や ま だ

田  妙
た え こ

子 さん

　園沢在住。昭和 19 年生まれ。上十三
地域の小・中学校で養護教諭を務め、
48 歳で退職。
　雨の日も雪の日も、毎日のように地
域通学路の交差点で子どもたちの安全
を見守る。また、ごみ袋を手に、通学
路に落ちているタバコの吸い殻や空き
缶などを拾い、環境美化にも協力する。

「この子どもたちが、ごみが落ちている
道を平気で歩きながら育ったら、きっ
とごみを捨てる大人になります。そう
ならないようにしたい。子どもをいか
に育てるか、それは親や学校、私たち
の責任でもあります」。口調は穏やかな
がら、その言葉は力強い。

　
「
お
は
よ
う
。
文
化
祭
の
準
備

に
一
生
懸
命
ね
。
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」。

　

通
学
路
に
立
つ
山
田
妙
子
さ
ん

（
68
）
の
朗
ら
か
な
あ
い
さ
つ
を
、

少
し
照
れ
な
が
ら
返
す
子
ど
も
た

ち
。
朝
か
ら
降
る
雨
の
憂
鬱
な
気

分
が
、
少
し
明
る
く
な
っ
た
。

　

三
沢
小
学
校
と
第
二
中
学
校
の

間
に
あ
る
交
差
点
は
、
両
校
の
通

学
路
。
交
通
量
が
多
い
こ
の
一
帯

で
は
、
一
時
停
止
を
守
ら
な
い
車

や
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
に
よ
る
事

故
が
度
々
起
こ
っ
て
い
る
。
中
で

も
特
に
、
信
号
機
の
無
い
交
差
点

に
危
険
性
を
感
じ
た
山
田
さ
ん

は
、
約
８
年
前
か
ら
、
登
校
す
る

子
ど
も
た
ち
の
横
断
を
見
守
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
。
以

来
、
雨
の
日
も
風
の
日
も
、
暑
い

夏
も
雪
降
る
冬
も
、
一
人
で
活
動

を
続
け
て
い
る
。

　

山
田
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
に
は
、

秘ひ
け
つ訣
が
あ
る
。「
髪
型
か
っ
こ
い

い
ね
」「
今
日
の
洋
服
か
わ
い
い

ね
」。
子
ど
も
た
ち
の
い
い
ポ
イ

ン
ト
を
探
し
て
一
言
を
添
え
る
。

す
る
と
、
自
然
と
子
ど
も
た
ち
は

ほ
ほ
笑
ん
で
く
れ
る
と
い
う
。
今

で
は
、
先
に
あ
い
さ
つ
す
る
子
ど

も
も
多
い
。

三沢小 第二中

アイスアリーナ
◀通学路で信号の無い交差点
　が山田さんの活動場所
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